コンビナートを描く : ノスタルジーから生まれるユートピア [要旨] by 伊東 春香
    
 
 
氏名 伊東 春香 




学位論文等題目 〈論文〉 コンビナートを描く–ノスタルジーから生まれるユートピア– 
 〈作品〉 satellite (サテライト) 
 〈演奏〉  
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 齋藤 典彦 
（論文第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 佐藤 道信 
（作品第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 植田 一穂 
（副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 海老 洋 
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  


















































































提出作品「satellite」は縦 250 ㎝×横 540 ㎝の画面全体に俯瞰したコンビナート群を描いた大作である。
四日市、川崎、水島等様々な場所のコンビナートを取材してはいるが、イメージを優先させ非現実感を高める
ことで、ノスタルジーという感情を投影した自分だけのユートピアの創造を目指す。制作にあたり「洛中洛外
図屏風」（舟木本）を参考にしたというが、屏風同様に、煙突から出る煙（水蒸気）を雲に見立て俯瞰の視点
を際立たせ、現実には目にする事の出来ないミニチュア化された風景を画面の中に収めることで、玩具のよう
に自分だけの絶対的なユートピアの創造を模索している。巨大な画面とも相まって、鑑賞者はあたかも小人に
なってコンビナートの中をさまよっている様な錯覚を覚える。そして申請者は制作する過程で、ノスタルジー
という感情は極めて個人的なものでそれぞれの心象を投影した風景を共有することはできないが、絵画は個
人的なものを内側から外へと発信する媒体としても存在しているという考えに至るのである。大画面をコン
トロールする構成力、技術ともに確かなものであり、画材である岩絵の具の特徴ともいえる物質感をともなっ
た画面の完成度は高い。 
以上の点から、審査会においては審査員全員の評価と承認を得、学位にふさわしい作品であると判断し合格
とした。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
申請者は論文の最後で「おそらく、コンビナートが作られ始めた時代や、何百年前の人々も、同様に不安を
抱きながら、此処ではないどこかにユートピアを求めて生きていたのだろう。各自が抱いたユートピアは、現
実や身近なもの、幻想や空想など様々だったはずだが、私が見つけたユートピアは、ノスタルジーという過去
を作品にすることであった。」と書く。そして作品は単に、過ぎ去った過去への感傷（ノスタルジー）ではな
く、未来へ向け開かれた積極的なもの（ユートピア）であるとする。だからこそ、それは申請者が描き続ける
根拠となり、鑑賞者に希望を伝えうる装置としても機能するのだろう。 
そのユートピアに描かれるライトが明滅するコンビナートの夜景は、夜空の星々や、彼女の幼児期の祖父の
倉庫へ記憶、よく遊んだカラフルなおもちゃなど、さまざまなものが均質にミニチュア化され集積することへ
の偏愛（ノスタルジー）とも重なり、制作の重要なテーマとなっている。申請者は、論文においてはその理由
を探るべく論考を重ね、作品においては、ユートピアとしてさらに深く具体化させようとした。  
論文の第 1 章では、コンビナートの歴史、人々が夜景に惹かれる理由、申請者の星や海への思いについて。
第 2 章では、ノスタルジーを形成するもの、申請者の心の奥底にあった祖父の倉庫の工具の山、記憶の構造に
ついて。第 3 章では、ノスタルジーとユートピアとの関係、グレーという色へ変換、ミニチュア化し俯瞰する
ことについて。第 4 章では、その例としての提出作品の解説。終章では、ノスタルジーの発生と制作（ユート
ピア）との関係を図式化し、論考の結びとした。このように丹念に制作の背景や経過をたどり、思考の経過を
作家ならではの創作論として適切にまとめた。 
作品は、コンビナートの夜景と星座の瞬きを重ね合わせるシリーズのなかでも最大のものであり、これまで
の試みの集大成ともいうべき作品となった。洛中洛外図屏風を参考とした俯瞰構図や、雲に替わるものとして
煙突からの水蒸気を配した画面は完成度も高く、申請者の確かな力量を感じさせる。 
以上の点から審査会において審査員全員が論文、作品ともに学位にふさわしいものであると評価し、合格と
した。 
 
 
